
認
知
症
に
優
し
い
地
域
づ
く
り

　

認
知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性
の
あ
る
脳
の
病
気
で
す
。
日
常
生
活

や
仕
事
な
ど
の
社
会
生
活
が
う
ま
く
送
れ
な
く
な
る
と
い
っ
た
症
状
が
出
て
き

ま
す
が
、
周
囲
の
人
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高
齢
者
や
認
知
症
の
人
を
支
え

る
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

長
寿
介
護
課　

都
築
理
恵
子　

☎
（
23
）
０
０
７
６

認
知
症
の
相
談
先

　
「
自
分
は
（
家
族
は
）
認
知
症
か
も

し
れ
な
い
、
ち
ょ
っ
と
心
配
…
」
と
い

う
人
の
相
談
先
を
紹
介
し
ま
す
。
個
別

面
談
が
で
き
ま
す
の
で
、
予
約
を
し
て

行
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。

▼
健
康
推
進
課
＝
☎
（
23
）
０
０
２
４

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

さ
が
ら
＝
☎
（
53
）
１
９
０
０

オ
リ
ー
ブ
＝
☎
（
22
）
８
８
２
２

さ
ん
い
く
＝
☎
（
23
）
３
６
０
０

認
知
症
を
学
ぶ

　
「
認
知
症
の
こ
と
を
知
り
た
い
」
と

い
う
団
体
や
集
ま
り
、
個
人
が
受
け
ら

れ
る
講
座
が
あ
り
ま
す
。

▼
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
＝　

　
「
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
」
と

　

い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
劇
や
紙
芝

　

居
な
ど
を
使
っ
て
、
認
知
症
に
つ
い

　

て
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
ま
す
。

　

長
寿
介
護
課
（
☎（
23
）０
０
７
６
）

　

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
健
康
推
進
課
＝
保
健
師
が
地
域
へ
の

　

出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
所

　

市
内
77
カ
所
の
事
業
者
が
、
認
知
症
に

限
ら
ず
地
域
の
中
で
見
守
り
に
協
力
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
は
、
新
聞

店
か
ら
「
新
聞
が
溜
ま
っ
て
い
る
」
な
ど

の
２
件
の
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
、
安
否
の

確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
、
ご
近
所
や
出
入
り
の
業
者

さ
ん
と
あ
い
さ
つ
が
交
わ
せ
る
環
境
づ
く

り
を
し
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
ほ
っ
と
サ
ポ
ー
ト
（
認
知

症
ケ
ア
パ
ス
）

　

市
内
の
認
知
症
支
援
の
情
報
が
載
っ
て

い
る
冊
子
で
す
。
両
庁
舎
や
さ
ざ
ん
か
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

インタビュー
Ａさんご夫婦は令和３年５月、自宅の前を通りがかったＳさんに声をかけ、そ
の後、地域包括支援センターへ連絡をしてくださいました。
どのような気持ちで見守り、声掛けをしたのか、当時の様子をお聞きしました。

あなたの周りにはこんな声がありませんか？

う

認知症初期集中支援チームがあります
介護事業所や地域包括支援センターの専門職と認知症サポート医がチームとなり活動します。
認知症またはその疑いがある人を訪問し、症状やご家族の困りごとを把握した上で、助言や支援
を行います。お気軽にご相談ください。

［アドバイス］
親しさにもよりますが、近所の人に「最近物忘れがあるので、何か気になる
ことがあったら教えてくださいね」と、声をかけておくと良いでしょう。見守
りや声掛けなどのサポートをしてくれるかもしれません。

［アドバイス］
ご家族には、自宅でも状況を把握していただくように、連絡を入れることを
おすすめします。“お互いさまの気持ち”で見守れるといいですね。

［アドバイス］
同居の家族は、何かしてほしいのでなく、機能が低下してきたことを知って
ほしいことが多いです。別居している家族も、１泊～２泊程度自宅に預かる、
泊まりに行く、一緒に旅行に行くなど、少し長めの付き合いをしてみると、
同居の家族が言っていることを理解できることがあります。

〜
「
気
付
く
」「
つ
な
が
る
」「
寄
り
添
う
」
〜


